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助
役

に
吉
田
敏
夫
氏
選

平
成
元
年
度
決
算
な
ど

初
議
案
を
認
定

一一
平
成
2
年
第
6
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

9
月

刊

ω
白
か
ら
お
日
ま
で
の
竹
田
聞
に
わ
た
り
開
か
れ
ま

し
だ
。
議
会
で
は
、
平
成
元
年
度
決
算
な
ど
加
議
案

が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・
可

決

・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

と

概

要

平
成
2
年
第
6
回
制
U
町
議
会

定
例
会
は
、
会
期
を
9
月
日
日
か

ら
9
月
初
日
ま
で
の
日
日
間
と
し

て
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
H
の
凶
日
は
、
提
案
さ
れ

た
げ
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
説

明
や
平
成
元
年
度
決
算
案
件
に
対

す
る
蛇
査
委
員
か
ら
の
決
算
審
査

報
特
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

円

H
は、

t
山
村
案
件
に
付
す
る

一位
錠
が
、
お

H
に
は
叩
人
の
議
以

か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
去

・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を
勘

案
し
、
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と

そ
れ
ぞ
れ
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

上
紅
茶
件
な
ら
び
に
」
願
2
件
が

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
以
会
へ

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
お
よ
び
幻
日
は
、
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
ト
桜
案
件
な
ら
び

に
請
願
が
各
常
任
委
民
会
で
恨
弔

に
務
貧
さ
れ
、
最
終
日
の
お
日
に

は
、
委
員
長
報
告
、
討
論
を
経
て

採
決
め
結
果
、
上
程
さ
れ
た
口
議

案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

認
定

・
．
吋
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
l
件
お
よ
び
「
人

位
擁
議
委

μ
候
補
者
を
推
制
す

る
た
め
怠
見
を
求
め
る
件
」
が
上

位
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
似
案
の

加
ハ

1

セ
ン
ト
に
述
す
る
現
状
に

鑑
み
、
税
昨
の
改
正
に
つ
い
て
は

似
入
米
前
似
の
収
納
や
問
定
資
産

税
の
算
入
亦
等
を
十
分
検
討
の
つ

え
改
定
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た

3

泊
病
院
縫
営
也
会
化
計
固
め

医
業
収
益
は
院
長
は
じ
め
職
員
一

同
の
努
力
で
達
成
さ
れ
て
い
る
が
、

職
員
給
与
費
の
上
昇
に
追
い
つ
け

ず
欠
如
金
を
出
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
ぷ
字
解
消
の
た
め
、
収
業

収
益
を
よ
り
以
上
あ
げ
る
た
め
、

医
師
の
記
沼
化
に

一
一
層
の
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
位
で
次

の
要
望
な
比
が
あ
り
ま
し
た
。

1

引
U
町
の
州
司
自
な
観
光
資
似

の
特
例

・
刷
発
と
併
せ
、
附
加
し

て
い
る
宇
奈
月
温
泉
観
光
客
を
当

町
に
誘
致
す
る
た
め
の
有
機
的
な

広
域
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
を
図
ら

B
L

～』
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。

，，4
4
r

・bw

E

泊
駅
前
核
備
事
業
に
関
し
申

し
入
れ
の
あ
っ
た
樹
木
等
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
八
ム
凶
技
術

事
業
等
へ
の
有
効
利
用
に
配
立
さ

I
L

・冊、
。

4
a
，J‘
L
 

任

同

意

． 
可
決． 

と
お
り
、可
決
・同
意
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
「
帆

H
町
助
役
を
選

任
す
る
た
め
問
ぷ
を
求
め
る
件
」

が
追
加
上
船
さ
れ
、
原
案
の
と
お

同
忌

リ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
柑
則
2
件
の
審
k
R
結
川本

は
、
継
続
審
代
l
件
、
不
採
択
l

件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
・足

・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
れ
J3

な
お
、
議
ψ

来
春
伐
の
過
松
で
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

各
小
学
校
の
老
朽
化
に
よ
る

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
保
守
・

修
絡
の
徹
ほ
を
阿
ら
れ
た
い
。

2

．
千
成

3
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
法
本
計
画
に
は
十
分
検
討
さ
れ
、

推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

3

少
数
の
登
校
拒
有
傾
向
に
あ

る
児
童

・
生
徒
に
は
、
似
凶
の
解

明
と
早
期
の
指
導
、
助
言
に

一
層

努
め
ら
れ
た

い
。

4

行
政
事
務
の
効
率
化
、
迅
速
・

．
止
雌
性
の
時
保
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
、
他
自
治
体
に
揺

れ
る
こ
と
な
く
、
事
務
処
理
の
電

算
化
を
検
討
さ
れ
た
い
。

次
に
、
請
願
の
「
『
消
費
税
法
』

の
即
時
廃
止
を
求
め
る
意
見
占
掠

択
に
つ
い
て
」
は
、
継
続
事
公
に

す
べ
き
も
の
と
し
、
同
じ
消
．
胤
の

「
U
N
T
T
一
O
凶
有
料
化
の
認
可

取
消
し
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

こ
の
議
会
で
は
、
叩
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
羽
件
の
代
表
・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

泊
病
院
経
営
健
全
化

質
問

不
良
債
務
の
解
消
は

泊
病
院
は
自
治
併
の
指
叫
に
よ

る
経
営
他
人
主
化
計
画
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
が
、
現
実
的
に
達

成
で
き
な
い
数
字
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
住
民
福
祉
と
経
営
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
対
処
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
与
え

を
向
い
ま
す
。

答
弁

目
標
達
成
に
努
力

こ
の
た
び
病
棟
附
係
工
事
が
光

成
し
全
病
床
が
綜
動
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
医
師
の
定

着
化
、
総
合
病
院
化
な
ど
の
推
進

と
医
業
収
益
の
増
、
医
薬
材
料
等

の
購
入
管
理
の
徹
斑
な
ど
貨
同
の

節
減
を
図
り
、
門
限
述
成
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
目
標

が
達
成
で
き
な
い
時
は
、

一
般
会

計
か
ら
総
出
し
と
な
る
か
と
思
い

ま
す
。

宅占！：＞，， 

組
合
立
舟
見
中
学
校

朝
日
中

へ
の
通
学
変
更

や
品

現
在
山
崎
小
学
校
卒
業
生
の

一

部
が
組
合
立
舟
見
中
学
校
へ
通
学

し
て
い
ま
す
が
、
朝
日
中
学
校
へ

の
通
学
も
便
利
に
な
っ
た
こ
と
で

も
あ
り
、
生
徒
数
の
減
少
と
教
育

面
等
か
ら
も
通
学
区
域
の
整
備
を

お
願
い
し
た

い
。
所
信
を
伺
い
ま

す
。

質
問

－
議
会
だ
よ
り

＠

A
V
掴

合

理

議
案
・
請
願
等

の
採
決
結
果

認
定
さ
れ
た
も
の

平
成
元
年
度
決
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
蔵
入
蔵
出
決

算O
刺
日
町
国
民
他
脱
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
議

出
決
算

O
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
擦
所
特
別
会
計
蔵
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
同
氏
健
康
保
険
診
療
地

訟
境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
擦
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
識

入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

ギ
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
保
健
文
化
賞
基
金
特
別

会
計
議
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算
報

告
魯
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可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
2
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
俳
勧
正
予
算
（
第

2
Rす
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

。
朝
円
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
手
算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号）そ
の
他・

平
成
2
年
刊
月
号

＠



答

弁

住
民
怠
思
を
尊
重

山
，
時
住
民
の
意
思
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
続
て
川
舟
見
町

・
愛

本
村

・
野
中
村
で
設
立
さ
れ
た
’
品
川

見
小
学
校
へ
の
通
学
を
決
め
た
も

の
だ
と
附
い
て
い
ま
す
が
、
通
学

区
域
の
問
題
は
関
係
住
民
の
理
解

と
協
力
、
住
民
の
意
思
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
一
気

運
が
高
ま
れ
ば
怯
重
に
対
処
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
評
価
替
え

中
止
し
て
負
担
軽
減
を

す
べ
き
で
は

町
は
川
悦
・
作
同
定
資
産
評
価
伴
、
え

の
作
業
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

山
ド
で
も
所
得
水
燃
の
侃
い
出
町

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
評
価
伴
え
を

凍
結
し
て
税
負
担
の
軽
減
を
肉
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

質
問

答

弁

適
正
に
価
格
を
決
定

こ
の
税
は
、

固
定
資
産
の
有
す

る
価
格
に
着
目
し
て
「
適
正
な
時

価
」
を
課
税
標
準
と
し
て
諜
税
す

る
も
の
で
、
物
価
の
変
動
、
資
産

の
状
況
等
を
考
慮
し
3
年
聞
の
据

置
き
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

3
年
度
が
評
価
替
え
の
基
単
年
度

用
し
、
各
事
業
の
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
な
お
固
定
資
産
税
総

額
は
臼
年
度
は
4億

3
、
3
0
8
万

6
千
円
で
し
た
が
、

朝
日
小
川
第

一
発
電
所
の
建
設
等
に
伴
い

、
位

年
度
は
8
億
4
7

7
万
9
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

不
動
堂
遺
跡
周
辺
盤
備

質
問

位
置
づ
け
は

不
動
世
追
跡
周
辺
は
歴
史
と
文

化
、
胞
の
場
と
し
て
幣
備
さ
れ
、
ま

た
、
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
位
置
づ
け
と
整
備
計
画
内
容

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
で
民

間
に
よ
る
宅
地
造
成
計
画
が
あ
る

で
す
。
揖
出
則
聞
を
長
く
す
る
こ

と
は
本
来
あ
る
べ
き
価
松
山
と
の
問

に
相
当
な
格
差
を
生
ず
る
こ
と
と

な
り
、
凍
結
す
る
々
え
は
あ
リ
ま

せ
ん
。

朝
日
小
川
タ
ム
周
辺
監
備

質
問

計
画
内
特
等
は

観
光
開
発
の
面
か
ら
、
朝
日
小

川
ダ
ム
周
辺
の
務
備
計
画
内
容
と

進
妙
状
汎
を
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

答

弁

ダ

ム

下
市
部
に

1

f
lフ
陸
相
守
を
設
置

県
で
は

「川
以
と
ダ
ム
測
の
前

聞
に
よ
る
く
つ
ろ
さ
の
空
川
」
を

地
本

H
針
に
、
ダ
ム
洲
川
辺
で
は

遊
歩
道
、
民
叫
よ
け
を
、
ダ
ム
サ
イ

ト
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー

ン
で
は

ゃ
に
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
と
の
調

和
を
ど
う
図
る
の
か
伺
い
ま
す
。

忽玄

弁

「
歴
史
公
園
」
を
整
備

今
年
度
は
遺
跡
の
丙
側
げ
ヘ
ク

タ
ー
ル
を

「明
日
町
歴
史
公
園
」

と
し
て
特
備
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
隣
接
地
ぱ
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
同

悌
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
泣

跡
と
と
も
に

「歴
史
の
川
ご

と

し

て
朕
史
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
地

域
作
M
A
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
場
と
し
て
止
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
宅
地
開
発
は
、

歴
史
公
園
と
の
円
以
観
調
和
を
図
る

よ
う
業
者
に
指
導
、
要
請
し
た
い

と
考
、
え
て
い
ま
す
。

高

齢

者

雇

用

質
問

求
職
の
実
態
と
援
助
は

高
附
者
対
策
は
町
の
主
要
課
題

で
す
が
、
出
什
枕
臓
を
ボ
め
る
高
齢

お
の
実
態
と
辺
峨
者
へ
の
市
仙
按

助
、
さ
ら
に
峨
業
州
波
地
設
の
立

山
に
つ
い
て
川
信
を
何
い
ま
す
。

答

弁

ば

似

者

の
何
%
・
講

ゆ「
・会
治
則
と
利

川
を

魚
河
公
共
職
業
安
定
所
朝
日
分

室
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

平
成
元
年

度
の
求
職
者
1
4
9
5
人
中
高
齢

者
は
6
7
4
人
で
す
。
ま
た
退
職

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
記
念
碑
、
資
料

室
を
、
下
流
に
は
ハ

l
ブ
図
、
芝

生
広
場
、
説
中
小
品
作
な
ど
を
投
出

す
る
計
四
で
あ
り
、
県
本
業
に
よ

る
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
今
年
度

中
に
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

農

政

策

業
農
業
担
い
手
・
特
産
品
・

土
地
改
良
区

農
業
安
託
者
が
増
え
る

－
h
で

受
託
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現

状
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
ま
た

イ
ノ
ブ
タ
は
生
産
中
止
と
な
勺
た

が
、
他
の
何
か
を
巧
え
て
い
る
の

か
＠
さ
ら
に
、
門
町
家
め
れ
州
料
械

の
た
め
上
地
改
良
区
を
統
A
H
税
制

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
々
、えを

制
い
ま
す
。

質
問

育
成
ド
事
業

・
研
究

・
合

併
支
媛

県
と
町
は
今
年
度
か
ら
、
日
り

手
農
家
に
助
成
金
を
交
付
す
る
制

度
を
発
足
さ
せ
、
担
い
手
農
家

・

中
絞
農
家
の
育
成
に
努
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ノ
ブ
タ

に
代
わ
る
特
産
品
は
今
の
と
こ
ろ

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
間
を
か

け
て
研
究

・
模
索
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
県
で
は
上
地
改
良
区

統
廃
合
の
た
め
の
検
討
委
員
会
を

答

弁

準
備
援
助
に
つ
い
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
や
雇
用
対
策
協
会
が
再

就
職
希
望
者
を
対
象
と
す
る
講
習

会
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
職
業
相
談
地

設
は
、
魚
津
公
洪
職
業
安
定
所
朝

日
・
分
山
手
，に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
市
川

時
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

小
学
枝
の
環
焼
盤
備

建
設
の
た
め
の
具
体

的
方
針
案
は

町
長
か
ら
議
会
に
小
学
校
環
境

整
備
方
針
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
議
会

・
住
民
と
の
審
議
期
間
、

財
政
措
置
等
を
考
慮
し
た
建
設
計

画
な
ど
、
具
体
的
方
針
茶
を
何
い

ま
す
。

質
問

具
体
的
方
向
づ
け
を

受
け
て

学
校
の
山
知
境
特
備
は
後
一
炭
り
で

き
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
住

民
の
理
解
と
協
h
H
、
議
会
と
の
ぶ

思
疎
通
を
凶
リ
な
が
ら
通
学
区
域

や
用
地
の
選
定
等
の
諸
課
川
砲
を
進

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
財

源
舵
保
や
学
級
制
制
等
の
千
続
き

も
必
．
安
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
〈

具
体
的
な
店
向
づ
け
を
し
て
い
た

だ
い
て
、
関
係
機
関
へ
動
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

弁

設
置
し
て
調
作
を
行
い
、
合
併
に

向
け
た
恭
本
指
針
を
ま
と
め
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
似
小
と

辿
携
し
て
介
併
を
的
傾
的
に
支
援

し
た
い
と
身
、
え
て
い
ま
す
。

電
源
開
発
と
固
定
資
産
税

質
問

同
定
資
産
税
額
は

大
き
な
財
源
が
人
口
減
少
の
隠

れ
蓑
に
な
っ
て
い
な
い
か
心
配
な

の
で
伺
い
ま
す
が
、
朝
日
小
川
発

電
設
備
の
完
成
に
よ
っ
て
納
め
ら

れ
た
固
定
資
産
税
額
は
い
く
ら
か
。

引
年
度
は

4
億
円
余

答

弁

臼
年
度
は

8
億
円
余

電
源
開
発
関
連
の
協
力
金
は
、

昭
和
引
年
に
完
成
し
た
新
庁
舎
建

設
に
充
て
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
固

定
資
産
税
は

一
般
財
源
と
し
て
活

町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

2
0
0
人
収
容
ホ
l
ル

の
考
え
は

町
長
は
先
頃
「
各
種
団
体
も
利

用
で
き
る

2
0
0
人
位
度
収
谷
の

ホ

l
ル
が
必
要
で
、
町
総
人
日
計
酬

の
・
中
に
雌
り
込
む
－
』
と
を
検
討
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
税

ι基
本
計
酬
に
あ

る
町
民
文
化
会
館
と
は
別
の
も
の

か
、
そ
う
だ
と
す
る
と
場
所
と
財

似
は
。
身
、
え
を
何
い
ま
す
e

答
弁

ザ
げ
U
rン
グ
セ
ン

4F

J

r

v
・’’
v

町
民
文
化
会
館
と
は
別
の
も
の

で
あ
り
、
町
共
同
店
舗
設
立
準
備

組
合
が
計
岡
し
て
い
る
朝
日
町
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
町
民

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
を
検
討
し

た
い
と
身
え
て
い
ま
す
が
、
場
所

や
財
制
等
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ

質
問

契 0
約 小
締型
結除
に雪 ・
関口 議
す ｜企
るタ 完
件 リ乍

k ~ 
賛。

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
円
町
助
役
を
選
任
す
る
た
め

同
意
を
求
め
る
件

意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦

す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

報
告
さ
れ
た
も
の

O
富
山
川町
町
村
公
平
委

H
会
共
同

設
置
脱
約
め
変
更
の
件

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
消
費
税
法
」
め
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

不
採
択
に
な
っ
た
も
の

O
N
T
T
一
O
四
有
料
化
の
認
可

取
消
し
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て

未
定
で
す
。

温
水
プ

l
ル
等

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
熱
利

用
を

ぃ
米
部
消
耐
セ
ン
タ
ー
の
熱
を
利

用
し
た
出
木
ブ
ー
ル
の
控
設
や
ハ

ウ
ス
北
日
な
ど
、
そ
の
わ
付
効
利
用

を
凶
る
F
J
え
は
な
い
か
、
所
ハ
い
を

制
い
ま
す
。

質
問

答
弁

新
規
他
校
時

に
検
討

東
部
消
鮒
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
特

年
以
米
椋
勤
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

ゴ
ミ
の
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
十

分
な
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
近
い
将
来
新
規
に
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
米

ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
地
元
の
協

力
を
得
な
が
ら
広
域
間
事
務
組
合

や
入
善
町
等
と
検
汀
し
た
い
と
与

え
て
い
ま
す
。

l ｛幻li¥1岡県31.39人（~6（~： ll車店1,2.92人‘人口千人当た’！被生i白保護者数昭相62年度）・被生活保護者数－一一全国平均10.36人富山県l4i位）2飢人・被生活保護者数…・・制ll!BT(l3（立）2.51人（Ii立Ill83村6.40人舟僑村Ii0人（人口子人当たリ微生活保”童話数 au初62年度）



平
成

2
年
第
5
回
議
会
臨
時
会

議

議
会
組
織
が
決
ま
る

8
月
ロ
日
の
町
議
会
議
員
選
挙
後
、

初
の
議
会
が

9
月

5
日
に
閉
会
さ
れ
、
正
副
議
長
、
監
査
委
員
、
常
任

・
特

別
委
員
会
の
委
員
と
正
副
委
員
長
、

新
川
広
域
間
事
務
組

合
議
会
議
員
な
ど
、
議
会
の
組
織
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

長

水
島

保
亘
愈）

藤
田
昇
士
口
（妥
）

副
議
長

「
．
t

・
e

．，m
一
議
長
就
任
の

…

あ
い
さ
つ

…

朝
日
町
議
会
議
長

…

水
島

保

一

平
成
2
年
第
5
回
朝
日
町
議

…
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
不
尚
、
私

一
が
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

一
朝
日
町
議
会
議
長
の
要
職
を
拝

…
命
す
る
こ
と
に
な
り
、
誠
に
身

h

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責

…
務
の
豆
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て

…
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一

私
は
、
む
と
よ
り
浅
学
非
J

P
 

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
政
の
発
展

と
議
会
の
円
滑
な
辺
背
の
た
め
、

誠
心
誠
な
全
－
M
を
傾
注
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

人
U
の
山
齢
化
、
価
仙
観
の
多

掛
川
化
、
高
度
的
報
化
や
制
際
化
の

進
展
な
ど
械
々
な
両
で
、
今
日
の

社
会
情
勢
が
急
激
か
っ
大
き
く
お

沼
今親

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
中
で
、
町
民

各
位
の
ご
要
望
も
年
々
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
要
請
に
応
え
る
べ

く
町
民
各
位
の
ζ

埋
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
も
懸
命
の
努

力
を
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

リ
ま
す
。
川悦
介札
、当
町い
い
お
い
て
は
、

監
査
委
員

大
沢
龍
松
お
き

当選6回． 2横長＇ !i:ii委
員＇ I益事塵建殺~員長

常

任

委

員

会

⑨ 総
務
教
育
委
員
会

官
作

大
平

町
の
活
性
化
、
小
学
校
の
幣
備
を

…

は
じ
め
、
高
齢
化
対
策
、
的
州
院

一

の
経
営
健
全
化
な
ど
間
組
が
山
相

一

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
飢
間
組
僻

一

決
に
向
け
、
町
当
局
と
町
議
会
が

一

一
九
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で

一

あ
り
ま
す
。

一

な
に
と
ぞ
、
町
民
各
位
の
深
い

…

ご
理
解
と

一一
層
の
ご
支
援

・
ご
鞭
一

躍
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

一

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
一

民
の
皆
様

H
の
今
後
ま
す
ま
す
の

一

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
七
一

げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い
一

さ

つ

と

い

た

し

ま

す

一

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
が
決
ま
り
ま
し
た

最
優
秀
賞
は
小
杉
さ
ん
と
波
多
野
さ
ん
に

朝
日
町
を
県
内
外
に
広
く

P
Rす
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
町
の
刊
行
物
や
看
板
な
ど

に
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
応
募
さ
れ
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
総
数
は

2
、8
9
1点

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
中
業

を
利
用
し
て
朝
日
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
4
月
か
ら

6
月
に
か
け
キ
ャ

ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

－ 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
． 

・キャッチフレーズ「うみ彦 ・やま彦 ・夢産地」

ヒスイ海岸 という海岸ゾーンから，朝日岳・白馬岳と

いう山岳 ・山雄ゾーンに至る まで．未来への夢を開いて

いく という 21世紀への課題を巧みに表現 しています。

また．表現のやさしさと 素ぽくさ か ら，朝 日町のあ

たたかさと夢を感じさせる とともに． 海と山へのロマ ン

をア ピールしており．朝日町への期待感を抱かせます。

夢産地． やま彦． うみ彦

・シンボルマーク
朝日町の頭文字Aを全体のベースに して． 緑豊かな山

々を表現し． ヒスイの勾王を形どったくぼみは， 清く澄ん

だ海を表しています。 また．右側の楕円形は未来への限

りない広 がり．は じけ生まれる ロマンや夢をイメージ し

ており．全体として町の発展性をシンポライズしています。

。
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水
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光
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大

沢
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附

山
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之
輔
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別

委

員

会

開
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会
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と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
広
〈
全
国

か
ら
非
集
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果、

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
つ
い

て
は
2
、
0
0
9
点
、
シ

ン
ボ

ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は

8
8

2
点
も
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

9
H
日
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
石
川
県

の
小
杉
郎
夫
さ
ん
の
作
品
が
、
ま

た
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
は
大
分

県
の
浜
多
野
義
孝
さ
ん
の
作
品
が

最
優
奇
貨
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

A

－
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

最
優
究
官
・・・小
杉
郁
夫
さ
ん

｛
石
川
県
金
沢
市

・
日
絵
｝

優

秀

賞
・：
西
尾
一
先
遣
さ
ん

（

Um阜
県
知
例
町

・
mw
ぬ）

木
塚
保
彦
さ
ん

（
佐
賀
県
佐
賀
市

・
お冷地

－
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク

最
優
秀
賞
・・・
波
多
野
義
苧
さ
ん

｛
大
分
県
大
分
市

・
回
総
）

催

究

賞

：
・小
柳
陽

一
郎
さ
ん

（東
京
町
帥
足
立
un
・

刊
叫
町
成

川

k
英
子
さ
ん

三日
制
山
市

・

uh同

選
ば
れ
た
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
は
、
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
と
と

も
に
、
問
の
P
R
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
用
を
し
て
い
く
与
え
で
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

北
陸
自
動
車
道
対
策

特
別
委
員
会

⑨

松
下

O

松
合

一扇
谷

水
島

大
平

中
陣

特古 除彬珪；
夫 作 保 二犬ー

北
陸
新
幹
線
対
策
特

別
委
員
会

O @ 

深
松

実

水
野
甚
之
輔

雌

国

外

語

西

岡

山

川

端

券

古

府

田

技

議
会
運
営
委
員
会

O @ 

守宏 j占 IYil 険
熊一光尖松杭 ニ

吉松河 j集大山）：J:i
江下村松山出谷

新
川
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

ノJ＜.・ 1 ~ }jj~ 
J:.'i 1~ ：.t 谷

長flI：主
｛足跡 ニ

ん支」

）

夫

損

版

叩

品官

庁
少
市

会
中h

沢

h
e
金

ノ

（

．
 

朝
日
町
の
キ
ャ
ッ

チ
ワ

レ
l
ズ

募
集
を
知
リ
、
幻
世
紀
に
か
け
る

朝
日
町
の
栄
敢
な
意
気
込
み
を
感

じ
ま
し
た
。

海
と
山
の
ロ
マ
ン
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
、
宮
山
だ
け
の
朝
日
町

で
な
く
、
日
本
の
朝
日
町
と
し
て

明
日
の
夢
を
産
み
続
け
て
欲
し
い
。

そ
う
願
っ
て
、
こ
の
、キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
ヰ
え
ま
し
た
。

・・・・・司
齢酬
は昨

・
司
回
岨
関
脇
胸
中酌
仰

－－－－－－－J

’’．‘，
L
6

司、、ベ舟守司“．．
 

邑

．．．．．．．．．．
．．
 
，e
l
k叶
内
aF

J

q

圃
’
応
瞳
E
E

－－
S
野

m

．．．． 
臆
機
附
…M
榊

．．．．．．．．．
．．
 棚
捌
働
嶋

．

朝
日
町
の
自
然
と
ロ
マ

ン
を
い

か
に
表
現
す
れ
ば
よ
い
か
、
観
光

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
の

ニ
ラ
メ
ッ
コ

が
随
分
長
い
附
続
き
ま
し
た。

川別
H
町
の
未
来

へ
の
さ
ら
な
る

飛
躍

・
発
展
と
限
り
な
い
町
民
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ

し
て
み
ま
し
た
。
町
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
し
て
の
使
命
を
十
分
に
果
た

し
え
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

－
平
成

2
年
竹
月
号

＠
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,g;拘M
鍛

治
町
で
円
以
後

の
鍛
治
桜

「
へ
ー
じ
ゃ
、
も
う
す
っ
か
り
時
代
巡
れ
に
な
っ

て
し
ま
ゥ
て
・：
」。

大
久
保
小
秋
さ
ん

（
路
町
－

L

ハ
十
作
成
｝
は
、
例
日
町
に
た
だ
一

粁
だ
け
洩
る

鍛
治
い
肢
の
主
人
＠
附
和
二
十
年
、
十
五
此
で
近

く
の
鍛
治
医
に
弟
子
入
り
し
て
以
米
、

A
I
H

ま

で
の
問

l
，b
年
問
、
こ
の
道
一
筋
に
少
き
て
き

の

道

一

筋

大
久
保

中

秋

さん情表’b
 

し

。

優
す

。
ま

ん
り

さ
ま

保
締

久
き

大
引

っ
と

立
ツ

巳
ユ

バ
一
窃
キ

J
g

’
 

恥
仕
が

削

企

ポ納税務余念ゐ十J

か
お
り

さん

（
初
歳

・
境）

中

£〉
包込~ 

A、脱晶、~~~
‘ 『：！：..~~~＂＂i 、；Eγ ，~＿＿，匹乙．ー
清水町の松原政義 ・ 真理子~ ん夫妻の

長男知哉（ともや）くん 8歳

長女早紀（さき）ちゃん 6歳

次女絵里佳（え りか）ちゃん 10か月

た
鍛
治
職
人
で
す
。

か
つ
て
は
町
内
に
十
軒
以
上
あ
っ
た
と
い
う

鍛
治
匝
も
、
時
代
の
波
に
押
さ
れ
、
批
杭
で
は

大
久
保
さ
ん
の
家
た
だ

一
一軒
。
ク
ワ
や
ナ
タ
を

下
作
リ
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
修
担
す

る
人
も
い
な
い
今
、
町
外
か
ら
は
る
ば
る
大

久
保
さ
ん
を
必
ね
て
く
る
人
も
多
い
と
か
。

切

っ
た
鉄
似
を
火
の
中
に
入
れ
、
点
つ
い
作
に

な
っ
た
と
こ
ろ
を
取
り
出
し
て
た
た
き
、
ま
た

火
の
中
に
入
札
、
取
り
出
し
・；
。
「
ク
ワ
な
ら
一

日
に
五
、
六
丁
」
と
言
う
よ
う
に
、

多
く
の
手

間
を
か
け
て
作
ら
れ
る
道
具
は
、
ま
さ
に
手
作

リ
な
ら
で
は
の
仕
上
が
り
。
職
人
の
技
が
光
リ

ま
す
。「

い
か
に
機
械
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
人

が
使
う
手
道
具
も
必
要
で
す
。

Hn．
山
ト
ン
ネ
ル

・
E

・o－
M
1
a

・、h
r

の
工
事
現
場
で
は
、
引
払
が
作
っ
た
砂
利
併
が
大

川
躍
し
た
そ
う
で
す
よ
」
と
目
を
側
め
る
大
久

保
さ
ん
．「
体
が
続
く
限
リ
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば

り
た
い
で
す
ね
」
と
笑
い
ま
し
た
。

食勤務先アイシン新和（槻生産管理部

お
お
ら
か
な
タ
イ
プ

会星座名いて座

父・母・祖父・祖母・妹

ー
↑H
一
十
三
H

『
勤
労
感
刈
の

H
』
に
二
十
工
械
の
誕
生
日
を
迎
え

る
か
お
り
さ
ん
c

「
周
り
は
楽
し
い

人
ば
か
り
」
の
会
社
に
入
っ
て
三
年

目
。

「
今
年
は
、
京
都
あ
た
り
へ
航

行
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
二
、
三
年
や
っ

て
い
な
か
っ
た
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
た

い
で
す
ね
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
お
茶
や
お
化
な

ど
の
向
い
事
J
U
始
め
て
み
た
い

」
と

0型会血液型

会家族構成

い
合
彼
女
、
今
年
の
七
円
に
は
念
願
の

山
の
新
車
を
買
勺
た
ば
か
り
，
「
で

も
、
私
ヮ
て
訓
と
出
不
和
な
ん
で
す

よ
」
と
笑
い
ま
す
c

「
自
分
の
第
一所
は
、
い

い
加
減
mい

な
と
こ
ろ
。
逆
に
長
所
は
、
お
お
ら

か
な
と
こ
ろ
か
な
？
」
と
曹
を
か
し

げ
る
“
き
わ
や
か
さ
ん
H

‘

「
結
婦

で
す
か
？
さ
あ
、
い
つ
に
な
る
か
わ

と
、
は
に
か
み
ま

か
り
ま
せ
ん
ね
」

し
た
一ω

遊
び
に
熱
中
の
毎
日

小
学
校
二
年
生
め
長
男
知
哉
は
、
好
奇
心
町

山
川
で
歌
や
お
訴
が
大
好
き
な
元
気
者
。
学
校
か

ら
い
川
ゥ
て
く
る
と
、
野
球
や
ゲ

l
ム
に
熱
中
し

て
い
ま
す
。

長
女
の
早
紀
は
、
じ
っ
く
り
と
し
た
マ
イ
ペ
ー

ス
タ
イ
プ
で
す
が
、
お
て
ん
ば
で
負
け
ず
嫌
い
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
ケ
ン
カ
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

逗
動
が
得
意
で
フ
ト
ン
を
マ

Y

ト
が
わ
り
に
し

て
の
体
操
が
日
謀
。

そ
し
て

こ
の
あ
わ
た
だ
し
い
こ
人
の
山
，
に

い
て
、

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
あ
い
き
ょ
う
を
似
り

ま
い
て
い
る
の
が
次

K
の
絵
引
作
。
み
ん
な
の

仲
間
に
人
ろ
う
と
一
生
懸
命
な
の
で
す
が
、い叫…

到
．
公
開
抱
っ
こ
さ
れ
て
は
き
出
し
て
し
ま
う
こ

と
も
し
ま
し
ま
e

こ
ん
な
我
が
家
の
三
人
で
す
が
、
と
に
か
く

ん
I

は
地
ぶ
こ
と
に
熱
中
す
る
卸

H
C
制
と
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
・
瓜
公
で
大
き
く
打
っ
て
ほ
し

い
と
刷
っ
て
い
ま
す

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群

守司 尽
れ
愛

っ
さ
点。

レモンズ

十
町
週
’A
市
曜
日
の
夜
、
泊

小
川
ザ
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ご
近
所
の
迷
惑
も
か
え
り

み
ず
、
M
械
が
し
く
楽
し
く

糾
習
を
し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち

レ
モ
ン
ズ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
卜
代
か
ら
瓦
ト

代
、
初
心
者
か
ら
ニ
の
迫
何
十
年

の
大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
と
、
い
ろ
ん

な

K
刊
が
集
ま
勺
て
い
ま
す
が
、

小
学
、
いけ川
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
も
れ
け
な
い
ハ
ー
ド
な
純
計
と

抜
併
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
ニ
ニ

数
年
、
山
県
大
会
述
続
出
場
と
い
う

央
制
を
持
っ
て
い
ま
す

試
九
け
は
勝
っ
て
こ
そ
来
し
い
も

の
で
す
が
、
な
ぜ
か
レ
モ
ン
ズ
は
、

負
け
て
も
楽
し
い
雰
凶
気
の
チ
ー

ム
で
す
ず
だ
か
ら
ニ
そ
、
兵
夏
の

炎
天

F
で
の
ハ
ー
ド
な
試
合
で
む

が
ん
ば
れ
る
の
で
す
ゅ
だ
か
ら
こ

講演会のため，朝日町を訪

れた尾車親方（元大関琴風λ
f朝日町は私にとってゆかり

の地。来年は，部屋の合宿を

朝日町で行いたいと患ってい

ます」と話します。

怠

店主

也
て〉

ゐ
さ

G孟孟

~ 

あ

ー
朝
日
町
へ
は
何
度
も
？

尾
車

え
え
、
似
の
税

H
（
止
償

制
年
院
｝
が
制

H
町
と
親
交
が
深

か
勺
た
こ
と
も
あ
り
、

J
升
1

J

B

I
－

－

 

f
t
i
l
 

－
－
－

Z
T
I
B
I－

－
 

a

〕一
年
こ
ろ
に
初
め
て
米
て
以

も
う

l
回
以
上
ほ
お
じ
ゃ
ま

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
ι

私
が
大

関
に
な

っ
た
と
き
に
も
祝

民
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
し
、
現
介
忙

は
却
原
の
後
阪
会
も
あ
る

ん
で
す
よ

｜

｜
朝
日
町
の
印
象
は
？

尾
車

町
全
体
は
こ
ぎ
れ

い
な
感
じ
が
し
ま
す
ね

そ
れ
と
何
と
い

っ
て
も
、

町
に
住
む
人
が
い
い
で
す

ね

一
弘
、
物
的
か
で
お

と
な
し
い
感
じ
を
受
け
ま

お
什
さ
ん
H

い
し
て

胞
や
か
で
尖
に

す
が
、

み
る
と
、

そ
、
試
A
け
の
後
の
ビ
ー
ル
も
お
い

し
い
の
で
す
。

こ
ん
な
レ
モ
ン
ズ
も
、
家
嵯
川
町
人

大
会
に
山
坊
す
る
際
の
メ
ン
バ
ー

不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
必
い
メ

ン
バ
ー
が
N
卜
く
判
断
し
て
く
れ
れ

ば
い

い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
主
婦
の
む
で

も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
興
味
の
あ
る

む
は
、
初
心
者
で
も
お
｛
純
一
地
れ

で
も
大
敵
迎
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
レ

モ
ン
ズ
の
練
習
し
て
い
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ワ
イ
ワ
イ
言

い
な
が
ら
も
、ぃ
米

年
の
県
大
会
優
勝
を
め
さ
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
か
恥
し
い
メ
ン
バ
ー

が
頗
を
そ
ろ
え
て
い
る
は
ず
で
す

深
み
の
あ
る
人
が
多
い
で
す
ね
ゅ

私’
U
身、

一
止
の
付
き
合
い
を
し

て
い
け
る
と
い
・7
人
が
何
人
も
お

ら
れ
ま
す
よ
，

そ
し
て
、

食
べ
物

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

魚
介
一
械
は

山
菜
の
煮
物

が
し

－
1

、

〉

〉

・4

－

3
、A
〈
ヲ
ペ
グ
叫
」

な
ど
は

て
、
食
べ
る
と
併
ち
お
き
ま
す
ね

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

て す 尾
もが 車

税
む
に
な

勺
て
ム
年
け
で

一
四
僚
の
口
出
は
何
と
い

勺

こ
こ
山
山
県
出
身
の
れ
ん
，
ケ

怖
の
よ
う
な
い
い
力
じ
を
打
て
る

こ
と
で
す
ね
《

｜
｜
町
の
人
た
ち
に
ひ
と
言
。

尾
車

米
年
は
、
私
の
部
川
刊
の
九
日

耐
を
例
日
町
で
行

い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す

一、

現
役
時
代
に
比
べ
、
羽
キ
ロ
も
体
重
ガ
減
っ
た

4
（
現
在
市
キ
ロ
）
と
い
う
尾
箪
親
方

J
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稲刈 I）も終わり，山々の紅

葉が人々の目を楽しませてく

れる手；．節となりました。

仰］LIJファミ リーラン ドから

北又を 1111る『観光ふれあいパ

ス教室』が近〈行われますが，

紅葉針｜）を楽しむ.)j，現泊：

町が進めている施設佐備など

も見ていただきたいと思って

います。

ところで，10月6日から11

日まで，r新世紀の誕』で韓国

へ行ってきました。

峠固と北側鮮もドイツのよ

うに統ーされればと思ってい

ましたが．史的を自のあたり

にして，雌かしいものがある

ように感じました。

版門店の祝福要は，問めが情

で果たすことはできませんで

したが＇ r白山の橋』で見た光

器；は言葉では3・い尽くせない

ものがありました。す ぐにで

も戦争が始まるのではないか

と忠われるような緊張感を身

をもって感じてきました。諸

問題があるとはいえ，スポー

ツなどを通じて交流を図ると

のこと。何かをキッカケに両

国の関係が正常になることを

願いたいと思います。

さて，今は結婚式のシーズ

ンでもあります。結婚される

皆さんの末永い幸福をお祈り

するとともに．町が設けてい

る『出生報ffi金』を受けてい

ただきますよう期待申し上げ

ます。 (IO月14.日記）

女このページをみんなでつくるペー
ジにしだいと思いきます。イラストや
マンガ，ご意見，皆さんに知らせだ
いこと，なんでもけつこうです。ど
しどしお寄せください。
紙」二匿名｜乱その旨をはっきりS

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
まだ，広報係では，広綴あさひ！こ

対するご意見や，取りJ二げてほしい
問題芯ど皆さんの声をお待ちしてい
ます。 ごー織を。

イラス ト

大蔵宏子さ ん
（羽入・17歳）
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唱
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タ
蜘

’
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山
，、怠

崎
ベヒ

し町長めひとりごと ｜

ぷ道

~ 6予l
l

秘
は
会
社
勤
め
の
か
た

一
Q
一
わ
勺
兼
業
で
農
業
を
や
っ

て
い
る
の
て
す
が
、
勤
め
が
忙
し

い
の
と
、
臨
機
叫
が
十
円
く
な
っ
て

き
た
ニ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
限
り

で
叫
ん
ば
を
人
に
代
れ
そ
う
と
身
え

て
い
ま
す
。
附
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
川
ん
ば
の
町
し
千
に
も
、
そ

の
附
り
千
に
も
助
成
金
が
出
る
そ

う
で
す
が
、
本
当
で
す
か
？

・l
i

は
い
、
そ
の
と
お
り
で

一
A
一
す
c

あ
る
一
定
以
上
の
而

般
本
準
な
ど
を
備
え
た
農
家
に
新

た
に
田
ん
ぼ
を
貸
し
た
場
合
、
貸

借
期
聞
が

3
年
以
上
の
も
の
は

m

ア
ー
ル
当
た
り
8
千
円
、
6
年
以

上
は

2
万
円
、
凶
年
以
上
は

3
万

円
の
助
成
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
し

手
農
家
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
（
た
だ
し
、
こ
の
制

度
も
来
年
1
月
か
ら
変
史
に
な
り
、

借
り
手
農
家
の
由
械
基
単
な
ど
が

人
以
は
が
き
に
符
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、
②
ー
⑮
、
③

l
O
）、
住
所
、

広
報
ク
イ
ズ

⑫

題

①

9
月
定
例
議
会
は
何
日
間
聞
か

れ
た
か
？

③
日
日
間

⑮

同

日

問

。

お

nu叫
叫

②

9
月
定
例
議
会
の
代
表

・
一
般

質
問
め
件
数
は
？

③

ω件
⑤
初
一
件
。
刊
件

③

9
け
定
例
議
会
で
認
定
・可
決
・

川
ぶ
さ
れ
た
議
議
の
数
は
？

③

同

議

案

⑮

同

議

案

。

ω

議
案（

2
P
1
6
P
の
議
会
だ
よ
り

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

〔応
募
方
法
〕

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
⑪

? 
Stな

6予

大
川
に
引
き
ヒ
げ
ら
れ
る
下
定
で

す
か
ら
、
注
広
が
必
要
で
す
。）

ま
た
、
今
年
度
か
ら
県

・
町
で

は
、
借
り
手
農
家
に
も
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
6
年

以
上
、
町
で
は
凶
年
以
上
の
貸
借

を
し
た
場
合
、
あ
る

一
定
の
基
準

を
備
え
て
い
る
借
り
手
農
家
に
対

し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
役
場
農
林
水
産
謀
、
各
農
協

へ
お
，
時
ね
く
だ
さ
い
。

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
e

ま
た
、
答
え
の
ほ
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

と
〈
の
い

な
お
、
紙
上
出
名
を
希
望
め
州
場

合
は
、
そ
の
じ
n
を
は
っ
き
リ
と
住

い
て
く
だ
さ
い
。

会
あ
て
先

干
蜘

i
抑

制

円

町

道
ド
l
i
3

3
砕

地

朝

日

町

役

場
総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

占
H

締
め
切
り
は
日
月
日

H
で
す
。

会
前
回
の
当
選
者
は
、
流
音
さ
ん

（？）
、
サ
ム
ラ
イ
ト
ル
｜
パ
ー
さ

ん
（
？
で
パ
イ
ン
＆
ア

ッ
プ
ル
さ

ん
（
児
歳
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
正
解
者
7
名
）

－
平
成

2
年
刊
月
号

⑪
一司、．
2会i:i:i生~＇.

・国民鍵康保検診療費…－・会匡平均 177.4&5円高山県（4 I立）227.325肉 lI I立）北海道 236.436阿 （47{.¥t:）沖縄県 110.820伺
（被保険者l人当た I)l;j民健康保険診桜nug初62年度）

・国民健康保険診練費……朝日町（3 fill 259. 513阿（I［立）舟鏡村 314.854伺 （35位l大島町 165.410問O~f~険者 l 人当たリ国民健康保険診療費昭和62年度）



悠
一

－

温
水
ブ

l
ル
の
建
設
を

（五
箇
庄

・
9
歳
）

川
市
川
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
迎
2
凶
行

ゥ
て
い
ま
す

一
2
0

0

0
年
間
体
出
場
を
回
指
し
て
が

ん
ば

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
速
く

に
あ
る
た
め
引
く
刈
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
応
、
つ
よ
う
に
糾
刊
が
で

き
ま
せ
ん
。

朝
日
町
に
も
今
あ
る
町
営
ブ
ー

ル
よ
り
も
大
き
く
て
、
仏
、
で
も
純

押
が
で
き
る
川
水
ブ
ー
ル
を
控
ぷ

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

勺

お
答
え
し
ま
す

。判
ト
代
、
総
ム
川
体
育
館
か
ら
北
仰

向
述
巡
の
あ
い
だ
を
文
教
ゾ
ー
ン

と
し
て
会計
画
中
で
あ
り
、
こ
の
た

め
立
量
一
な
ム
地
を
求
め
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

8
山
を
作
り
ま
す

一，

ま
た
、
総
へ
い

文
化
の
発
展
し
て
い
る
今
、

今
後
な
に
を
す
る
に
し
て
も
必
要

度
が
高
い
と
思
う
の
は
私

一
人
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
建
設

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ω

勺

お
答
え
し
ま
す

将
米
計
画
の
中
に
、
町
民
文
化

会
館
建
設
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
現
在
町
で
は
、
多
・
舗
の
財
源

を
一
安
す
る
小
学
校
時
境
監
備
の
間

組
を
か
か
え
て
お
り
、
町
民
文
化

会
館
の
建
設
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。

総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
含
め
て
検
討
に
入
り
、
今
年

院
中
に
む
向
を
決
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
施
設
の
内
符
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
仰
い仏
い

立
見
を
賜
わ
る
機
会
を
設
け
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
身
、
え
て

い
ま
す
。

医癒の現場かS
泊
病
院
内
科

図
谷
朗
雄
先
生

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
、
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル
場
、
山
水
ブ
ー
ル
な
ど
を
計

一州
中
で
あ
り
ま
す
。
順
次
挫
設
し

て
一引
き
た
い
と
川
心
勺
て
お
り
ま
す

の
で
、

し
ば
ら
く
カ
マ
ン
を
お
願

い
し
ま
す
ν

み
ん
な
が
楽
し
め
る
催
し
物

（泊

・
？
歳
）

年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
や
大
時
日

な
ど
に
問
民
み
ん
な
い
か
参
加
で
き

る
よ
う
な
併
し
物
を
し
て
は
ど
う

か
。
年
人
九
日
や
地
区
に
関
係
な
く
集

ま
れ
る
よ
う
な
行
事
が
な
い
と
思

う
の
て
、
み
ん
な
が
一
緒
に
楽
し

め
る
雰
凶
気
の
場
が
欲
し
い
と
思

い
ま
す
c

勺

お
答
え
し
ま
す

町
で
行
わ
れ
る
催
し
物
に
は
、

J
「
ま
つ
り
」
「
似
ま
つ
り
」
「
制

川
町
美
術
以
」「
述
山
サ
マ

！
フ
ェ

－
市

F
J
’、、

J
t
t
w

，，，，． 

｜
｜

お
便
り
待

ロコ亡口口

回目囚－回目

朝日町巡下 1133 

朝日町 長行

白

ス
テ
ィ
パ
ル
」
「
あ
さ
ひ
ま
つ
り

’

「
体
山
H
u
m
－』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地

区
、
年
令
に
関
係
な
く
、
み
ん
る

が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
催
し
物

は
、
例
入
の
価
値
感
が
多
緑
化
す

る
中
に
あ

勺
て
、
総
か
し
い
い
山
が

あ
り
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ー
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
物
を
行
う
た
め
に
一

番
大
事
な
い
や
は
人
の
問
題
て
す
ャ

何
か
を
や

っ
て
く
れ
る
の
を
作
つ

の
で
な
く
、
白
か
ら
判
か
を
や
ろ

う
と
す
る
気
持
を
持
つ
人
が
必
．裂

で
す
。
そ
う
い
う
人
を
応
擬
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
目
的
ホ
i
ル
の
建
設
を

（
山
崎

・
伺
歳）

制

H
町
に
多
問
的
ホ
ー
ル
の
建

設
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

て

「やまびこ通信」の用紙は，役場住民課の窓口や老人
福祉センター，福祉センター町民総合体育館，基幹
集落センターなどにも置いてあ ります。
「町長へのたより Jといっても，かしこまる二とはあ
りません。日ごろから感じていることを通信用紙に
記入し，二つに折ってノリ付けした後ポス卜に入れ
るだけです。切手をはる~、要はあり ません。

皆cんからのお便りをお待ちしています。

－
ス
ポ
ー
ツ
と
お
し
ら
せ

＠

県
大
会
等
成
績

第
日
回
田
市
三
郡
対
抗
陸
上
競
技

大
会

（
%
人
汗
町
山
地
動
公
附
）

・
捌

m
l
抗
日
介
什

一
売
（
千
柳
｝

q
J
ju
y
B
3
 

内ノ』手小’’
1

・、

第
幻
田
県
高
校
陸
上
新
人
大
会
（
%

i
M山

県
古
川
］
川
山
隙
七
鋭
校
州場｝

・
捌

m
2
佐

谷

U

一
元
（ヂ
柳
｝

内
／
』

i
U

夕
、1

内
／
臼
‘
ぁ
1

r
、‘

第

5
田
県
女
子
ゲ

i
ト
ポ
ー
ル
選

手
権
大
会

（%

滑

川

市

立
阿
部

小川’
f
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

－
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス

（

ωぷ
以
上
）

山
崎
肘
友
会

f.£・

Jj券富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会

で
加
者
な
前
勤
ま
た
は
献
身
的
な

惜
し
話
を
し
て
い
る
人
を
表
彰
す
る

口
市
山
県
ス
ポ
ー
ツ
挺
励
賞
」
の

絞
賞
式
が
、
川
川
4
円
に
山
山
県

庁
で
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
げ
叩
人
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
c

V
の
び
の
び
貨

（
小
学
生
）

・
水
山
正
次

（境
ス
ポ
ー
ツ
少
年

川
）

・
小
川
五
樹

戸川
松
川
正
気
£

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
）

・
坂
藤
英

次

（南
保
ミ

ニ
パ
ス
ケ
γ

ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
）

・
水
島
内

計

三

川
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
）

キ象｛主 書評2劃
l にま教 ；；：~： 回
数二た管ま也（す町
豆今は安 ＿＿，. -z 
を年勤員 f 、主
開度務会 主二 7
｛佳もしで j ム
し次ては 1 !;! 

~~；可ッ 圭
。お人内 －；：＞

リ をに ノ
るス対 1.t I 

V
は
つ
ら
つ
官
一

（
川口

i
m山
政
）

・
小
坂
明
彦

（
泊
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

・
水
野
真
理
子
（
五
筒
庄
ミ

ニ
パ
ス
ス
ボ

l
ソ
少
年
凶
）

V
き
わ
や
か
合
一

｛
却

1
mな
）

・
稲
利
一
光

（
拡
町
正
気
系
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
間
）

・
政
嵐
清

（
ソ

フ
ト
ポ

l
ル
協
会
）
・
本
凶
功
（
山

崎
か
っ
さ
か
ん
友
会
）

・
竹
内
側

（山l
球
協
会

）

・
山
断
正
治

戸
大

ん
か
庄
地
区
体
育
協
会
）

・
高
鉱
山

（，山．

一一
単
体
育
協
会
）

・
尾
崎
進

一
九
附
山
地
ぽ
一
体
打
協
会
）

・
水

仙
川
正

（
ヒ

l
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協

会
）

・
古
に
悦
イ
（
陸
上
協
会
）

V
ほ
の
ぼ
の
賞

（

ω歳
以
上
）

・
米
丘
敏
椛

（ゲ
ー
ト
ポ
ー

ル
協

人
お

）ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
求
め
ら
れ

て
い
る
必
階
的
知
減
や
ス
ポ
ー
ツ

生
一則
苧

・
指
導
法
等
に
つ
い
て
の

講
棋
会
を
開
催
し
ま
す
ω

期
日

日
月
日
B
午
後
7
時
初
分

会
場

町
役
場
4
間
大
ホ
ー
ル

講
師

以

一
郎
叫
ん
止
し
（
洗
足
苧
凶

品
削
…
沖
制
則
大
学
専
任
講
師
）

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
ν

中
し
込
み

・
問

い
介
わ
せ
は
教
行
安

H
会
へ
υ

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

平
成

3
年
1
月
ロ
日

ωi

u日
岡
山

1
泊

2
日

場
所

栂
池
高
原
ス
キ
｜
場

参
加
費

1

1
、
0
0
0
円

な
お
、
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
教
育
委
員
会
へ
。

消
防
署
に

新
鋭
消
防
タ
ン
ク
車

こ
の
ほ
ど
日
本
店
害
保
険
協
会

か
ら
消
防
署
に
対
し
、
新
鋭
消
防

夕
、
／
ク
半

（
7
、
4
0
0
C
C
－
－

8

5
馬
力
・
l
、
7
0
0
t
水
槽
タ

ン
ク
付
き
）
が
寄
贈
さ
れ
、
山
片

3
日
、
そ
の
贈
呈
式
が
消
防
粁
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
火
災
保
険
号
制

H
」
と
命
名
さ

れ
た
こ
の
消
防
タ
ン
ク
車
、
今
後

の
消
防
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大使はお友達

突然失礼なこと を書き，気

分を害された方がおられまし

たら申し訳ありません。しか

し，大使は自分自身の健康状

態を教えてくれるバロメータ

ーの一つなのです。

人は生きるために食事をし

ます。食物は口 ・食道 ・胃 ・

十二指腸 ・小腸・大腸を通り，

H工門から大使として体外へ排

出されます。この間に食物に

含まれる栄養分や水分を吸収

し，エネルギーとしているの

です。この通リ道に異常があ

ると大使に変化がでてきます。

例えば，どこかから出血．する

と大便が黒くなったり赤くな

った りします。悩んだり，暴

飲暴食をしたとき，｛史秘 ・下

痢になります。これは，間 ・

腸の運動のバランスが乱れて

おこることが多いのですが，

素人判断をすると恐ろしいこ

とがあるのです。それは，癌

などの病気の症状である場合

があるからです。

胃の検査は，集団検診が全

国的に普及し，胃癌の早期発

見，早期治療に役立っていま，

す。最近では｛更を郵便で送1)' 

便潜血検査（便中の瓜l液の有

無の検査）を行い，結果を返

送することがはじまっていま

す。しかし．まず自分自身で

大使の色，固さ，太さをよく

観察することが大切です。最、

近大使がいつもと違う方は専

門医の受診をお勧めします。

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

a
由
回
r
T

つ

い

ま

す

ー
ー
ー

ーーやHf~ i晶1a -

－
平
成
2
年
刊
月
号

＠

・小学枝屋内運動場整備面積・・…金制平均 l.65m高山り1;¥t111n2.2sm ( 1 f立lfl;¥J+以 2.9Jm’（ 47f立冷11詰.~JI ！ 県 J .05m' 
I 1,11,tj¥ I人当たリの屋内遥動1fi1紋昭和624"1主）

・小学校屋内運動場整備面積…。朝日町（121.立l3.35m・（ Ii立）利賀村 15.95m' ( 35f立）給men0.88111＇（児童l人当た 1）の属内遂動場面積昭和62年度）



。 朝日悶T社会福祉協鎚会は，

皆さ んと 共 に地域の福祉向

ょを目指す矯祉団体です。

・場所

朝 日町福祉センター内

会 83司 0576

p
 ，L、

給
与

’w
d刈

－a
F
 

明るく住みよい福祉の町づくりを

第沼回朝日町社会福祉大会

豊富理 求人 減夜 年齢
賃 金 1全 就 業 場 所録用 資免 格経験

番号 （円） 完IJ 休 臼 人数 許等

機械組立工
I 8才～ 120,000-

男
草月呂町草野

3 不問
55才 250,000 Bl究他自社規l~本2日制

2 ー営業＆ひ官E送 18才～ 220,000～ 
男

朝日町宮崎 不問
60才 270,000 日キ兄 普通自動車免許

3 電気工芸区土 18才ー 130,000～ 
男

朝日町平柳
2 経験者優遇

及び見習 42才 280,000 日 未経験可

4 ハイヤー 40才～ 189,000～ 
男

朝日町j到来
不問

タクシーの配車 60才 199,000 日

5 率 約係り
so才一 180,000～ 

男
朝 日町三枚橋

3 不問60才 200,000 自祝他自社指定逓休2日制

6 縫製工， 18才～ 時五吉520～
女

朝日町＝枚橋
5 不問

アイロンエ 45才 550 日｛パー ト）

7 電立気部品組エ 18才～ 112 ,000～ 
女

朝日町主主聖子
5 不問40才 130,000 日弛畠社規程遺体2日自陣

8 美容自市見習
16才 I 00 ,000～ 女

草月日町平柳
不問

35才 月曜及び第3日曜

9 給油係り
20才～ 100,000～ 女3人 朝日町三枚橋

6 不問40才 180,000 男3人 日祝地自社指定週休2日

10 教務イ壬 及び 22才～ 110,000～ 
不問

朝日町
教員普志員通免！自訴の鮫あ宵車．免るい文許章は教． 

専 務自市 45才 180,000 日祝

山
月
2
日
、
朝
日
町
一
愉
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
一
耐
祉
関
係
者
別

人
の
委
加
を
得
て
、
第
刊
以
凶
明
日

町
社
会
福
祉
大
会
が
ほ
大
に
…
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
福
祉
活
動
に
功
労

の
あ

っ
た

8
名
の
方
々
と

2
同
体

お
よ
び
長
年
に
わ
た
り
福
祉
の
充

実
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

5
名
の

卜刀
々
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
え
あ
る
表
彰

を
交
け
ら
れ
た
は
か
、
同
じ
く
耐

祉
の
向
ト
，
に
γ

只
献
さ
れ
た
叩
れ
の

方
々
と
普
立
銀
行
へ
多
傾
の
寄
附

を
さ
れ
た
お
名
の

H
々
に
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
大
会
宣
言
お
よ
び

大
会
決
議
い
か
満
場
の
拍
手
で
採
択

さ
れ
た
あ
と
、
日
本
亦
卜
千
社
両

山
県
支
部
の
作
山
菊
次
郎
さ
ん
か

ら

「引
か
な
心
」
と
題
し
た
講
泌

が
あ
り
ま
し
た
。

海
外
研
修
や
留
学
に

町

の

融

資

制

度

を

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
気

料
に
両
外
研
修
や
制
学
が
で
き
る

よ
う
、
そ
れ
に
必
要
な
資
金
を
低

利
で
融
資
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

融
資
の
限
度
額
は
印
万
円
、
年

率
4

・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
利
で

融
資
し
、

5
年
以
内
に
広
利
均
等

平成2年11月分

くらしの儒：寝室

ホット求人情報

大
会
決
議

V
地
域
福
祉
の
発
展
を
図
る
た
め

村
会
福
祉
協
議
会
の
市
動
以
慌
の

充
実
強
化

V
L仕
宅
福
祉
の
推
進
に
不
可
欠
と

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
等
の
充
実
強
化

V
防
持
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

み
た
め
の
邸
鳴
の
都
備
と
施
策
の

充
実
強
化

V
児
童
の
健
全
育
成
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
川
ん
主
ク
ラ
ブ
等
の
市

動
の
充
実
強
化

V
老
人
の
生
き
が
い
を
高
め
る
と

と
も
に
、
一
知
呆
性
老
人
、
ね
た
き

リ
主
人
等
の
要
援
護
老
人
の
福
祉

脳
策
の
充
実
強
化

福
祉
功
労
者

（
敬
称
略
）

V
間
社
会
制
祉
協
議
会
長
表
彰

杭
味
針
凶
小一五
ク
ラ
ブ
（
ボ
ラ
ン

毎
月
償
還
な
ど
で
返
済
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

融
資
を
希
望
す
る
人
は
、
町
内

の
各
金
融
機
関
に
、
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

窃
忘
れ
亀
〈

年
末
調
整
説
明
会

魚
埠
税
務
署
で
は
、
今
年
も
年

末
調
杯
一
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

第32回朝日町社会福祉大安

’z三ζ窃~~
企「豊かなJ~＼」と題し，窪田菊次郎さんガ記愈講演

テ
ィ
ア
活
動
）
、
午
内
山
内
英
（
児
童

ク
ラ
ブ
活
動
）、
寺
閉
啓
次

（老
人

ク
ラ
ブ
活
動
）、
七
沢
て
る
（
身
体

障
害
者
協
会
活
動
）
、
中
村
み
さ
い

（
悼
ザ
悩
祉
活
動
）、
大
村
い
と
（
戦

没
者
泣
版
会
出
動

）、
士
山
消
江

（
民
生
児
精
一委
員
活
動
）

V
郎
社
会
一
制
祉
泌
総
協
議
会
長
表

，，，F／
 

械
の
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー

プ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）、
広
田

信
子

（
峨
没
者
遺
族
会
活
動
）
、
扇

谷
誠

（
民
生
児
童
委
員
活
動
）

V
町
長
表
彰

土
削
消
次

（
環
境
厚
生
功
労
）
、

小
塚
禿
然
（
H

）、
松
原
志
士
（
H

）
、

青
山
利
之
（
H

）、
坂
本
佐
伯
（
H

）

V
町
長
感
謝

行
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
会
場
で
年
末
割

強
関
係
の
書
類
を
お
波
し
し
ま
す

の
で
、
関
係
者
は
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
幻
日
制
午
後
l
時

ぬ
分
か
ら

場
所

役
場
4
階
大
ホ
ー
ル

あ
な
た
も
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館
版
画
教
室

日
時

会「求人情報一覧表，bご利用下さい。｛筒工観光波カウンターに展示）

会〈わしいことは．魚主幹公共犠換安定所事！Jj8;)-:i£tt82-0198へ釘問い合わせ〈 ださい．

日
月
日
日
閃

i
n日
附

午
後
7
時
初
分

1
9時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

殿
村
謙
太
郎
、
越
間
松
子

住
古
由
佳
子
、
岩
井
幸
子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
町
教
育
委
員
会

講場
師所

加
入
し
て
い
ま
す
か

労
働
保
険
に

労
働
者
を
一
人
以
上
服
用
す
る

卒
業
所
は
、
事
業
主
や
労
働
者
の

意
志
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
（農

林
事
業
の
一
部
を
除
く
）
労
働
保

険
に
強
制
的
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

労
働
保
険
（
労
災
保
険

・
雇
用

水
品
忠
美
千
J

（環
境
厚
生
功
労
）
、

水
品

一
義
（
H

）
、
品
ミ
ツ
子
（
H

）
、

魚
津
道
子
（
H

）、
南
戊
高
雄
（
H

）
、

勝
原
型

（
H

）
、
水
野
ア
ヤ

（
H

）、

大
倉
幸
二
（
H

）
、
名
越
光
子
（
川
）
、

青
木
勝
義

（
H

）

善
意
銀
行
賛
助
者

（多
額

一
般
梢

託）V
町
普
芯
銀
行
名
誉
理
事
長
感
謝

水
島

一
義
、
津
田
あ
き
、
小
川

建
設
工
業

（株
）
代
表
取
締
役

同
町
一二
郎
、
大
谷
誌
雄
、
制
臼
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
山
井
問
、
リ

肝
禿
人
、
河
村

m
f、
東
畑
円
f
、

岡
崎
昇
、
山
右
械
成
次
、
大
森
常
次

殿
村
寸
紀
、
白
山
文
チ
、
名
古

屋
朝
，十
、
小
浮
浩
、
田
中
祇

一
、

川
上
章
、
安
達
政
古
、
百
合
子
、

兵
雄
俊
春
、
浜
田
消

一
、
小
林
哲

男
、
松
原
署
古
、
水
島
熊
次
郎
、

鍛
治
不
一

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
げ
が
集
し
て
い
る
町
社

協
の
賛
助
金
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
山
中
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

似
建
昭
子
、
坂
東
正
高
、
坂
東

加
代
チ
、
林
得
明
、
小
川
弥

一
、

小
川
ヨ
シ
、
小
川
正
夫
、
向
台
古

久
、し
仙
台
多
加
代
、前
川
工
業
（
株
）、

（布
）
メ
イ
ク
ヒ
ロ
夕
、

（
株
）
ロ
イ

資 業 災 保 ！ーーーーーーーー一－－ ー一一 一－ －一一－---・--－ーーーーーーーーーーーーーーーー一：

、去ム竺 ；最低賃金額が引き上げられました
え若 u,! 一 日額 4.016円（時間額 502円）一
の付労 ： 富山県最低賃金が10月1日から引き上げられまし
各 だ働 ： た。この最低賃金は，常用労働者，パートタイム労
傾け者： 働者など就業の形態を問わず県内すべての労働者に
助でに： 適用されます。 この金額未満の賃金の支払いは，最
成主判 i低賃金法の違反となりますので ご注意くだ‘さい。
金くす； 詳しいことは，富山労働基準局または最寄りの労 ； 
や 、る： 働基準監督署へおたすねください。
rM！事’労

労
働
者
の
制
祉
附
進
の
た
め

の
般
助
も
行
う
、
原
則
に
倒
す
ゐ

総
合
的
制
伎
で
す
。
ま
た
、
新
し

く
、
迎
詑
時
間

i
お
時
間
米
前
勤

務
の
ハ
ー
ト
の
方
も
雇
用
保
険
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
な
ど

は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社
会

保
険
労
務
士
も
代
行
し
て
い
ま
す

カ

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

ヤ
ル
工
民
、
（
有
）
藤
田
組
、
松
原

義
品
、
近
江
和
チ
、
横
山
寿

f
、

川
被
映
子
、
新
聞
訓
、
小
塚
龍
一

、

小
塚
秀
然
、
小
塚
み
ど
り
、
島
端

武
雄
、
山
端
桂
子
、
土
師
消
次
、

以
上
初
名
と
4
団
体
か
ら
侃
口

（
凶
月
日
日
現
在
）

wv
申
し
込
み
は
、
町
内
担
当
民
生
一

委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。窃

り
か
と
う

お
た
た
か
い
窓

朝

日

町

善

意

銀

行

〈

9
月
H
日
i
m
月川町日）

り
と
く
め

さ

3 千明、
O、Lつ

0 
0 
0 
円

内〉
辻
桜
会
さ
ん
か
ら

4
6
7
3
円

司~~’「
赤
い
羽
恨
街
頭
募
金
」
を
日

月

I

H
に
町
内

3
か
所
で
行

っ

た
と
こ
ろ
、
7

6
、
9

3
5
円
の
川

か
い
必
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
｜
」
学
生
の
皆
さ
ん
も

一り

一
国
民
年
金
に
当
然

司
副
一
加
入
に
な
り
ま
す

訂
川
叶一

国
民
年
金
は
、
日
本
の

戸河

川
一
同
内
に
住
む
初
段
以
上

ω

一金

一
政
お
の
す
べ
て
の
人
が

訂
引
川
一
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な

「は
け
し

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
、

昭
和
初
年

4
月
以
米
、
強
制
適
用

で
は
な
く
、
任
意
加
入
の
取
り
扱

い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
進
学
率
も
高
く
、
有

学
年
数
も
伸
び
る
中
、
ぬ
歳
以
降

の
写
生
に
つ
い
て
は
障
害
基
礎
年

金
の
保
障
が
な
く
、
ま
た
、
満
傾

年
金

（
ω年
加
入
）

に
述
し
な
い

な
ど
と
い

っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ギ
成

3
年
4
月

1
日

か
ら
、
学
生
に
つ
い
て
も
当
然
加

入
と
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
も
の

で
す
。

加
入
後
は
、
約
1
号
岐
保
険
者

と
し
て
保
険
料
の
納
付
義
務
が
生

じ
る
わ
け
で
す
が
、
本
人
や
視
が

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
現
作
そ
の
取
り
扱
い
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

－
平
成
2
年
刊
月
号
＠

・中学校屋内運動場整備面積 ・全国平均I.76m白山県（27fii:Jl.92m'{ 1位）fA:国保2.99m・ ( ・17fii：）大阪府l.06m-（生徒l人当たりの屋内運動場而紛昭和62年度）・中学校屋内運動場整備面積・…υ 初日目f(24位）I.77m( I i立JI・.平付.:IO.l9rn下村 －庄Jll田rn.om（生徒 l人当たリのIii付運動場面続昭和62年度）



は
、
魚
津
労
働
ぷ
単
位
督
者

（
E

U
1
0
5
7
9
）
ま
た
は
魚
津
公

共
職
業
安
定
所
（

M
1
0
3
6
5
）

に
相
談
、
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く

だ
さ
い
。

警
察
か
ら
の
お
願
い

検
問
に
ご
協
力
を

日
月
ロ
日
に

「
即
位
の
札
」が
、

日
月
幻
目
、
幻
自
に
「
大
嘗
祭
」

い
か
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

過
激
派
は
、
即
位
の
礼

・
大
嘗

終
に
反
対
し
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
燦
仰
い
や
件
や
放
火
中
件

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件

を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
、
各
所
で

検
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

免
許
証
や
が
内
を
見
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
不
審
な
人
や
車
（
物
）

を
見
か
け
た
ら
、
門
戸
岡
山
県
響
察
本

部

（

合

0
7
6
4
1
引

1
2
2
1

1
）
ま
た
は
入
善
幹
察
署

（
宮

η

1
1
1
1
0
）
ま
で
ご

一
報
を
。

朝日町消防HIの駄学演出を次のと

おり行い、サイレンを欧fl.~ し ますか

ら．火災と！日Ji主えないよう ι主：広ぐして
くfごさし、。

・期日 i1n 4日 ・場所町内全域

・時間午前 7II与（出官招集伝サ）

午前 8時～11--1狗ll時30分

（消防車サイ レン ）

愛
の
献
血

協
力
者
名

（
9
月
実
施
分
、
会
印

は州側
J

側
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
血
者
）

境
地
区

水
島
松
日
制
、
被
辺
公
夫
、

水
品
正
代

宮
崎
地
区
会
水
品
誠
、

水
川
町
正
、
岩
崎
奈
美
、
水
’
μ
正ノ十、

水
山
武
ノ
十
、
川
総
久
一

笹
川
地

区
会
折
谷
山
五
六
、
※
竹
内
的
ソ十、

折
谷
一
知
忠
、
長
井
清
美

泊
地
区

山
H

革
野
外

一
郎
、
カ
土
井
忠
良
、

食
加
護
邦
男
、
会
尾
山
キ
郎
、
会

中
村
他
志
、
会
舟
川

一
伎
、
会
村

口
恵
子
、
内H
大
谷
端
技
、
会
組
建

浩
子
、
ム
江
市
岡
貞
行
、
A
X
越
域
判

失
、
会
大
和
芳
文
、
会
水
島
良
雄
、

会
寺
田
健
彦
、
会
平
野
清
彦
、

越
坂
友
栄
、
※
堀
出
晴
美
、
※ 

才t ※ 

取
貴
、
※
上
野
渉
、
※
水
野
弘
、

丸
川
美
子
、
飛
騨
治
安
、
梅
沢
よ

し
子
、

日
ハ
沼
重
子
、加
藤
久
美
子
、

平
木
利
明
、
木
村
幸
夫
、
松
下
美

春
、
藤
沢
久
夫
、
東
崎
雅
美
、
横

山
純
，十
、
水
’
吊
志
保
、
長
出
由
美

子
、
久
野
木
利
佳
、
坂
東
催
、
尾

崎
信
行
、
上
野
恭

f
、竹
井
健
一

、

主
愛
川
、
千
的
や
へ
、
河
村
英
知
H

子
、
氷
山
町
、
村
上
洋
、
凶
畑
林

H
M
、
井
上
有
希
ノ
寸
、
木
村
美
紀
子
、

西
岡
万
単
ザ
、
米
国
健

一
、
長
井

秀
一
、
一
千
崎
川
口
美
、
竹
中
文
紀
、

越
間
美
菜
、
平
坂
麻
紀
、
長
谷
美

由
紀
、
米
国
志
保
、
永
谷
雄
彦
、

魚
津
道
千
、
折
谷
勝
己
、
亀
谷
直

子
、
松
津
由
香
、
徳
竹
真
美
、
川

上
雅
生
、
手
塚
山
只
英
、
上
原
祐
一

、

鍛
治
武
司
、
臼
本
純
〆
寸
、
魚
津
孝

凶税庁では、「この祉会あ

なたの税かいきている」をス

ローガンに、今年も日川口H

川からげ白川までを「税を知

る週間」とし、全国各地でい

ろいろな行事を行います。

1;fffi 
町の工事発注状況 ＜9月1日～9月30日〉

4j} 名 場所 完成 消！＇.l 吉長 者 m_ ~I~ぷ:r 
予定 金古（［

教育文化会 fi"iihli修工 4 伶t尾 10月 1,493.500 大谷工務所 数行委員会

凶f4~営I段i{i：鐙倫$~長 （悦｛殺な改良 ） i土岩・崎 11 月 6,283.000 小川株越紋 農林水~~思
l良 Jtl岩崎 l号・線舗装工務 工業式会社

終村｝c£盟主総合整備j~j在 Ji!・川事fr3月 17.767.500 有限会社 段林水産課
l'i~業集落道 l 号線改良TAド（ 1ユ：flJ ｝河内組

II 
舟Jll新 3}-J 11,639,000 小川式建会設 決林水産設i

II ( 2工区） 工業株 社

£：！：村i，~然総合経倫＇＊~住
三枚僑 11月 3.213.600 

有限会社
燦林水政調i::. ＋主主底地 区 ｜坊火水制ぷ；校工事 土井建設

t品村~，~！，！必総合終｛精彩もιう，業拘＂＂（ 下 野 3月 9.167 .000 ！ム Jll 組終林水産設lI！~ ；定用水 路 3万 改修」..:ii 

l県単土地改良慾i~ii事!Iii業 1立型？ 11月 2,729.500 株篠 式会社 J'J~林水産課15.野 地区＊ 改修工 ょJl- 回組

山村林業総造改善卒業 笹 川 12月 15.707.500 'It Pヲ 級 ll.i林水1'fli.綴林 j笹山倉谷線開設工事

山村林l!H必造改善妥卒業
LLI 的 12月 24,926,000 

成熊工業
農林水産自主林 j尚 ii・ *Ji! 開設」：必 徐式会社

f:ff:村池上家主主住促進対策本文： 積 水 10月 26.151. 700 11:. Jll 組供林水産総
朝日間 Im史公開雌土 エ ギ

~OJ 1.;1 llfT営住宅桜町団地怨終ギ業 似 町 3月 5,860,700 水井雅型車 i溜ill 設事長{ill 栽 工 事

朝
日
町
で
も
次
の
と
お
り
納
税

書
道
展

・
く
ら
し
を
支
え
る
税
金

展
を
行
い
ま
す
。

期
間

口
月
刊
日

ω
1同
日
闘

場
所

役
場
町
民
ホ
ー
ル

展
示
物

町
内
小
学
5
年
生
の
「
笑

顔
で
納
税
」
め
書
道
、
国

・
県

・

前
の
各
種
ポ
ス
タ
ー
、
容
ら
し
の

中
の
税
金
資
料

浩
美
、
本
出
友
里
、
水
野
智
、
山

本
的
代
、
野
口
篤
史
、
水
口
和
明

大
家
庄
地
区
食
水
島
正
雄
、
会
沢

田
芳
樹
、
会
小
新
主
二
郎
、
会
右

井
康
紀
、
会
東
英
徳
、
山
岡
久
刷
、

広
出
下
秋
、

沢
井
M
H
奈
美
、

水
野

二
ん
子
、
川
井
崇
度
、
出
水
州
地
問
、

塚
ー
や
俊
一
、
右
井
時
幸
、
松
田

一

成
、
山
井
友
代
、
前
川
佐
泣
、
石

崎
成
、
ト
ハ
件
h
u
・一I
、
ヰ
コ
変
一
口
、

f
・5

－

J
J
j

J
1
1
4

山
崎
裕
美
、
百
本
陸
（
以
上
川

名）ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

石油関連製昂の

便乗値上げはあ

りませんか

物価に闘する乎f
情や相談は 「物

価 タ．イヤルJへ。
含 0120-16嶋 7400

※料金は，着信

者（県）払いです。

納
税
書
道
展
・
暮
ら

し
を
支
え
る
税
金
展

義、末上京宏、堀田悟五箇

圧地区会佐渡茂、人以浜川朗、

会宇田正弘、女稲荷一充、AH

西村龍刷、人以古江志信、会山

手様、※紘田存f、※大久保
守了、山手妙千、小坂里喬、沢

井美保、沢井竹山夫、水市大樹、

谷由埋チ、高出張、大嶋聡、

舘円美、一級問紀，十、検谷一人、

犬問裕ノ十、寺田るり子、山崎

和美、鍛治由紀千、協上谷志

穂南保地区女川合純ず、会

清水ぃ出合員了、※小林光義、北

山龍男、北山好美、佃山美f、

柳沢芯津代、柳川幹子、江洲

千春、川合淳一、中島良宏、

谷U英樹、井亜紀子山崎地

区会水野哲也、AX水臼了、会

牧野隆弘、※愛場武巳、長河

生活必需昂価格
10月 分 （俗NIO臼JJU1＇色村t.)

ヰi.i立、4正： 弘問4ン

名
平均 1ilfi 絡

μ巳3日・
lOJ-l 前月比 前年！al月比

行 カ’ ソ 、，，， 
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負
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両手

司； 1品
ミミ~

215 ＋ 15 - 43 
t普通品 lkg) 

食
(;f i.L L、 し よ

（普通品 lkg) 
267 ＋ 8 + 56 

1円JU 2イ． -'[' ~ ‘Y 
245 J聡6

+ 73 t千1;-;jfia¥,',I kg) 

人 参
329 （デ7 - 90 ｛普i!ll品 Ikg) 

くらしの情報室

－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

本
箱

・公民銭数…－全凶乎t~J 8.88館富山県（3 j立）29.08銭 （1位）息桜県 35.80館（471立）東京都 0.61館（人仁l10万人当た1）公民館数昭和62年）

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
1

新
し
い
本

（
一
般
書
）

こ
の
凶
め
か
た
ち

司
馬
遼
太
郎

老
い
を
生

き

る

意

味

浜

田

昔

こ

だ

わ

り

万

華

鏡

村

松

友

親

同
か
れ
に
由
－
H

・H
－♂
H

額
田
王

の

暗

号

必

村

白

川

今

背

お

か

ね

物

語

神

坂

次

郎

京

ふ

た

り

文

化

出

版

局

わ

が

性

と

生

瀬

戸

内

寂

聴

瀬
戸
内
晴
美

よ
く
生
き
る
よ
く
老
い
る大

毛

邑

淑

女

失

格

佐

必

愛

子

う
つ
病
は
神
が
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ

悦

祈

弘

1

i

t

 

古
今
東
西
男
は
辛

い

背

木

悶

彦

三
品
由
紀
夫
の
世

界

村

松

剛

（小
説
）

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ

ッ
ド
の
虻

「耐久
間
静
子

宮口
村

昭

高

橋

治

桜
田
門
外
の
変

花
も
の
が
た
り

黄
昏
に
く
る
人

夫
上
の
苛

立
松
和
平

曽
野
綾
子

黒

部

亨

椎

名

誠

筒
井
康
隆

上
下

幻
に
て
候

b
h品
M
A

マノ一
L
M
M

文
学
部
唯
野
教
綬

本
の
紹
介

ー－、

ノ、

-f-
歳
カミ

ら

を2
明ーき

輝？方
? l_  

・公民館数・…日朝日町（8 f立10.ti5n・r; ( i 1.v:i上半村 0.96館 （35位）大島町 0.12館（人口千人当たり公民館数日｛｛和63年）

主i
芸i人

生
九
十
年
が
当
た
り
前
と
な

っ
た
現
代
で
は
、
六
十
歳
は
、
何

に
も
し
ば
ら
れ
ず
、
思
う
よ
う
に

生
き
ら
れ
る
、
人
生
最
良
の
三
十

年
間
の
は
じ
ま
り
で
す
。

で
は
、
六
十
ぷ
か
ら
の
人
生
を
も

っ
と
す
ば
ら
し
い
同
期
に
す
る
た

め
の
発
怨
法
か
ら
、
よ
り
充
笑
し

た
生
川
を
送
る
た
め
の

H

生
き
が

こ
の
本

ぃ
ゅ
の
っ
く
り

H
ま
で
を
利
介
。

生
似
現
役
の
た
め
の
磁
の
使
い

f
’J

。

4
s
f
 ・

ご
苓
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

句
集
柿

他
棋
〉

〈
第
二
百
号
記
念
句

朝
日
町
桁
句
会

・
平
成
2
年
刊
月
号

＠



身近な話題を待っています（ft83一竹00内線204）ヘ。

＼、

川ト

~A 

一一町長と話す集い始まる一一

町
長
が
町
内
十
地
区
を
回
リ
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
仕
い
の
戸
を
お
附

き
す
る
「
町
長
と
話
す
集
い
」
が
、

十
月
・
4
日
の
境
地
区
を
皮
切
り
に

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。

「
明
日
の
朝
日
を
考
え
よ
う
」

を
テ
！
？
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

話
す
集
い
、
今
年
は
十
一
月
五
日
（
泊

一
区
）
で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
六
百
一
な

立
比
や
要
望
は
、
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大

い
に
役
よ
て
ら
れ
ま
す
。

明日の朝日を考えよう

あなだの回りの広報係で、は，News & Topics 

怜：川

終川

ii'i水町

村J水町

J.UJ,'(!J!f’ 

J i 山

4仮谷

作田

三人目の誕生
おめでとうございます

2到 .A: 桜町

ど窓
迫

弥

介

希

人

利

う

純

純

知

宏

英

他

夫

ゆ

伊

男

男

男

女

児

広

女

男

長

長

2

長

民

2
民

長

窃電y~

φa，巴
小塚弘道

長井健丹

後総 』:f.弘

同溢友町l

守旧 」孝義

谷Ll ／~＇ 1:1 

竹内Jム止、郎

総問直結t

おふたりの半世紀に敬礼
白雪

¥H!H:lli 

J玄d周回RJ＇~

r熱と意気と力」で新世紀ヘ
一一泊高校創立50周年記念記興一一

〉ト品田

一一金婚を祝う感謝の集い一一

結
的
生
活
が
．
h
．1
年
以
上

の
ご

・
大
婦
を
お
悦
い
す
る

「
金
脈
を
悦

う
感
却
の
集
い
」
が
、

ト
川
問
日

と．
4
日
の
ニ

H
問
、
役
場
川
階
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祝
う
集
い
に
は
、
町
内
二

百
七
十
二
組
の
令
一
婚
夫
婦
の
っ
ち

一
白
八
十
七
組
が
出
席
。
町
長
か
ら

蛭
谷
和
紙
を
使
っ
た
祝
い
状
と
み

川

・
符
川
焼
き
の
夫
婦
湯
飲
み
を

贈
ら
れ
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
そ
の
あ

と
パ
タ
パ
タ
茶
と
金
糸
ウ
リ
の
泣

け
物
に
苫
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
保

育
所
め
子
供
た
ち
の
か
わ
い
い
歌

や
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
お
二

人
、
こ
れ
か
ら
も
千
を
た
ず
さ
え

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

山
県
立
的
高
等
学
校
が
今
年
で
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
、
九

H
二
十

二
日
、
同
校
で
記
念
式
典
が
鴎
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
校
校
生
七
百

三
十
一

人
を
は
じ
め
、
来
賓
や
同

窓
生
、

P
T
A会
只
な
ど
約
千
人

が
出
席
。
昭
和
十
五
年
に
町
立
的

実
科
ぃ
日
川
等

K
学
校
と
し
て
倒
立
さ

れ
て
以
米
、
附
利
卜
八
年
に
町
立

山
・同
等
女
学
校
、

川町
立
川
同
等
弘

学
校
と
改
称
さ
れ
、
附
和
二
十
三

年
の
挙
制
改
革
に
よ
っ
て
県
立
伯

尚
等
学
校
と
な
り
塊
点
に
明
る
同

校
の
五
十
周
年
を
悦
い
ま
し
た
。

九
千
五
自
丘
十
人
を
数
、
え
る
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
泊
山
等

学
校
、
同
校
に
受
け
継
が
れ
る
「
熱

と
意
気
と
力
」
を
合
い
・
言
葉
に
、

ひ
E

・2

・Aq

新
世
紀
に
向
け
、
さ
ら
な
る
飛
朔

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

益率

除生町

,;.,; Jll 

上道下

、｜乙初II一区

＠む~

av僧侶

克彦
b、づみ

智

かおる

井

ti・

;j;J 

佐

谷

水

浅

，BE
E

，、E
E
S

、，
S
E
E
J

、．B
町、

う
5
ん
な
る
ほ
ど

ー
庭
木
せ
ん
定
講
習
会
l

「
ハ
チ

ッ
、
ハ
チ

ッ
」
と
ハ

サ
ミ

が
枝
を
切
る
様

f
を
熱
心
に
の
ぞ

き
込
む
受
講
者
の
皆
さ
ん
，
九

H

二
十
四
日
、
新
川
造
園
業
組
合
の

皆
さ
ん
が
、
役
場
横
の
広
場
で
庭

木
の
捺
枝

・
せ
ん
定
講
習
会
を
聞

き
ま
し
た
。

こ
の
自
の
講
習
会
に
は
、
町
内

の
庭
木
愛
好
家
お
よ
そ
二
十
五
人

が
参
加
。

実
際
に
五
本
の
黒
松
を

使
い
、
父
、
場
を
控
え
て
の
肢
の
践

し
打
や
怯
え
む
な
ど
に
つ
い
て
、

み
っ
ち
り
桁
導
を
受
け
ま
し
た
。

霊安

岐

路町

住町

・・；.：警f

A、川

,;.,; JI I 

竹の内

柳凶

liJ・ JI I新

政以

~~(k\) 

語る《~

由松（74)

正次（73)

ちよ（83)

盛時（54)

よさえ（75)

笠二（70)

あい（85)

j会第（56)

やゐ（89)

まつい（76)

出桂

安間

近藤

吉江

佐渡

山国

湯上谷

大久保

山由奇

縁；事

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

u韓
友
好
に

一
役

！
新
世
紀
の
翼
韓
国
へ
ー

ニ
州
目
を
迎
え
た
町
の
海
外
派

法
交
流
小
中
業

「
新
世
紀
の
拠
」
の

今
年
の
訪
問
問
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
お
隣
の
斡
凶
。

十
月
七
日
に
峠
凶
入
り
し
た

一

行
十
六
人
は
、
国
会
議
事
堂
な
ど

を
凡
学
す
る

一
方
、
慶
州
市
長
や

町
企
業
と
関
述
の
あ
る
跡
除
屯
子

側
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
も
拡
談
。

十
一
日
ま
で
の
．
h
日
間
に
わ
た
り
、

視
察
研
修
を
行
う
と
と
も
に
日
韓

の
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
が
り

っ
ぱ
に
成
長
。

「
あ
っ
た
ぞ
、
あ
っ
た
」。

こ
の

u、
止
に
ま
み
れ
な
が
ら

f
供
た

ち
が
似
り
と
っ
た
秋
の
味
覚
、
十

一
月
中
旬
に
行
う
収
槌
祭
で
、
地

区
の
人
た
ち
を
招
い
て
味
わ
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

7日以内

出生届 14日以内

届け出はお早めに

死亡届

－
平
成
2
年
刊
月
号
⑪



~カ讐
喝め干

話
子こ

座ざ

A
ー
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
い
う
も
の

が
な
く、

Y
ノ
～
附
け
凡
物
が
人
々
の
娯
楽
の

↑
つ
で

あ

っ
た
こ
ろ
、
的
の
本
町
に
『
位

f
略
』
と
い

う
山
内
車
場
が
あ
り
ま
し
た
。

控
物
は
、
慶
応
か
ら
明
治
の
時
代
に
か
け
て

い
U
T

も

AY

9

4

で
き
た
も
の
で
、
板
ぷ
き
の
入
母
屋
造
り
の
大

き
な
も
の
で
し
た
。
も
と
は
馬
小
屋
だ
っ
た
も

の
を
改
泣
し
た
ら
し
く
、
劇
場
と
し
て
開
業
し

た
の
は
明
治
ニ
ト
七
年
こ
ろ
か
ら
で
す
。
当
時

は
妹
古
が
あ
る
だ
け
で
、
お
客
さ
ん
は
土
問
に

ム
シ
ロ
を
敷
い
て
見
物
す
る
と
い
う
様
，す
で
、

劇
場
と
い
う
よ
り
芝
居
小
出
と
い

っ
た
方
が
ピ

ツ
タ
リ
す
る
感
じ
の
も
の
で
し
た
。

い
『
－
h

・
a司
・

h
リ

Z
Mが
か
か
る
と
、
大
勢
の
人
が
一
般
縦
の

Eヨ月 E週表 I~~~

日本海の味覚

べニズワイガニ

消
物
に
上
っ
ぱ
り
を
は
お
リ
、
則
一
…
モ
ン
ペ
に
卜

駄
ば
き
で
歩
い
て
き
た
も
の
で
す

P

叫
争
中
は

十
小
山
パ
ス
が
辿
ゥ
て
い
ま
し
た
か
、
作
む
山
か

ら
パ
ス
に
乗
っ
て
山
山
の
人
が
集
ま
勺
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
重
箱
に
ご
ち
そ
う
を
入
れ
て

持
ち
込
ん
だ
り
、
凶
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
芝

屈
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
c

名
の
あ
る
芝
居
や
役
者
が
来
る
時
は
大
変
な

販
さ
で
、
芝
出
の
し当
日
は
、
小
山
町
の
外
に
色
分

け
し
た
肱
に
役
者
め
れ
仰
が
出
か
れ
た
ノ
ボ
リ

い
か
何
本
も
あ
が
り
ま
し
た
そ
し
て
、
役
将
が

そ
ろ
う
と
制
け
ん
せ
が
あ
リ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と

本
得
と
川
じ
氷
山
公
を
’身
に
付
け
た
主
役
が
、
一
間

り
物
を
鳴
ら
し
な
が
ら
町
の
本
通
り
を
練
り
歩

い
た
も
の
で
す

G

ま
た
、
街
名
な
役
者
に
な
る

と
入
力
中
に
来
リ
、
顔
見
せ
の
町
ま
わ
り
を
し

て
人
討
を
呼
び
ま
し
た
。

命
”

大
疋
か
ら
昭
初
の
初
期
に
か
け
て
は
、
歌
純

伎
が
小
心
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
新
国
劇
、
浪

曲
、
新
劇
、
少
女
歌
劇
な
ど
へ
と
移
っ
て
い
き

ま
し
た
。
A
I
は
懐
か
し
い

μ谷
川

一
夫
や
し
品
回

治
・
小
山
の
立
ち
川
リ
は
、
そ
れ
は
比
下
な
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
点
梅
林
太
郎
や
山
村
議
、
以
下

代
な
ど
も
大
い
に
歌
を
歌

っ
た
も
の
で
す
の

け
れ
ど
も
、
戦
争
が
終
わ
る
こ
ろ
か
ら
亀
ザ

座
へ
の
答
の
入
リ
も
少
な
く
な
り
、
町
の
演
劇

や
の
ど
白
世
、
集
会
場
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
々
の
娯
楽
も
い
つ
し
か
芝
凶
小

屋
か
ら
映
阿
へ
と
移
っ
て
い
く
な
か
、

伝
統
あ

る
亀
下
一
伸
一
も
時
代
の
波
に
勝
て
ず
、
昭
和
二
十

凶
年
、
つ
い
に
そ
の
棋
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ω

－
平
成

2
年
竹
月
号

＠

V
秋
も
い
よ
い
よ
深
ま
り
、
紅
Hmボ

が
兵
し
い
手
節
と
な
リ
ま
し
た
。

つ
い
最
近
ま
で

「
暑
い
、
場
い
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
ウ
ソ
の
よ
う

に
、
朝
夕
も
少
し
ず
つ
冷
え
込
む

よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

V
U
が
品
市
ち
る
の
も

Mmし
に
け
十

く
な
り
、
な
ん
だ
か
タ
ぃ
枯
れ
の
雫

も
愁
い
を
帯
び
て
み
え
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
s

そ
う
い
え
ば
、
怒

と
い
う
午
は
秋
め
心
と
科
く
ん
で

す
ね
。

今
川
ザ
の
・
中
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
必
集

し
て
い
た
町
の
キ
ヤ

y
チ
フ
レ
ー

ズ
と
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
つ
い
に

決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
削
U
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
削
る
た
め

に
観
光
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
石
桜
、

封
筒
な
ど
に
も
積
極
的
に
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

V
ロ
マ
ン
と
夢
、
そ
し
て
町
の
発

展
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
シ

ン
ボ
ル
マ

ー
ク
と
「
・
7
み
彦

・
や

ま
崖

・
多
産
地
」
の
、
キ
ャ

ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
末
長

く
か
わ
い
が
リ
た
い
と
思
い
ま
す

V
さ
て

3）ヵ ，コ1人HJ1iiiJJIじ世帯数 5.116 （ー18,109(-17) 女 9.578（ー14)3) 男 8,531（一〔10月の人口〕


